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サン・フローラ上白根
基 本 情 報

法人名 特定非営利活動法人 梓岳福祉会

事業所所在地 旭区上白根町１６３－１
（相鉄線「鶴ヶ峰駅」より西ひかりが丘行バス「立丁場」下車、徒歩７分）

開所日 H21.2.1

定員 18名

事業所の見学
利用者の見学は随時。他事業所からの見学も歓迎します。事前にお問い
合わせください。（担当：水越 045-952-6541）

特徴

入居前に、故郷や育った環境、仕事、家庭生活、性格、趣味等について
詳しく確認し、利用者のこれまでの暮らしや生きがいについて理解を深め
ています。利用者が生活の中で満足感を得られるように、食事メニューを
一緒に考えて準備したり、なじみのお店に出かけたりするなど、一人ひと
りのペース、その日の気分に合わせた支援を心がけています。
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・要介護５ 86歳 男性

アルツハイマー型認知症

交通外傷後歩行障害（杖を使い歩行）

両側変形性膝関節症

大腿骨頸部骨折で入院し手術を行い

４週間後退院医者からは、車椅子で生活

になると言われる。

【事例又は独自の取組み等】

・本人、施設の思い

今まで通りとまで
はいかないが、自
分の足で歩きたい
買い物等に行きた
いとの思いがある。
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サン・フローラ上白根

車椅子から椅子への移乗の際、立位が可能だったた

め、入居者本人と相談後、毎日の目標を決め歩行す

る事とした。

開始時は、歩行器を使い自室まで（５メートルぐらい）

歩くところから始め、徐々に距離を延ばしていった。

３週間ほどで、杖を使った歩行が可能となり、おやつ後

に廊下を１０往復するのが日課になっている。

コロナの影響もあり、買い物等の外出は出来ていない

が、近隣への散歩には出かけられるようになった。



・要介護３ ９１歳 女性

混合型認知症

脳内出血（左視床出血により軽度の右片麻痺あり）

高血圧

左足大腿骨骨折で入院し手術を行い

３週間後退院

【事例又は独自の取組み等】

・本人、家族の思い

自分の足で歩き生活したい思いがある。

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022

サン・フローラ上白根



サン・フローラ上白根

椅子に座った状態で足首の運動から徐々に

はじめていき、１週間で歩行器を使い自室ま

での歩行が可能となった。

徐々に距離を延ばし歩行が安定したところ

でシルバーカーに変更し歩行していただく。

一か月ほどでシルバーカーを使い、散歩に

出かけられるようになった。



・要介護１ ７３歳 女性

アルツハイマー型認知症

大腸炎

高血圧

入居時老人性のうつの症状がみられ

要介護2 笑顔も無く他入居者の方との
会話もなく

居室で寝ているか、リビングの自席に座
りテレビを見ていた。

【事例又は独自の取組み等】

・家族の思い

毎日笑顔で過ごしてほしい。
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サン・フローラ上白根

毎日の日課を作り、出来るかぎり職員が隣に座り、話しかけるようにし

た。

朝の掃除では、モップ掛けしていただくようにしたが、開始２週間ぐらい

は自室のみを掃除し、すぐにベッドで横になられてしまう。

リビングにいらっしゃる時、他入居者及び職員が、隣で話をしていたこと

もあり徐々に打ち解けられ、モップ掛けもフロア中をしてくださるように

なった。また、食事作りにも参加してくださるようになる。

現在は、他入居者及び職員のお世話をしてくださり、日中はリビングで

他入居者と笑顔で過ごされている。



・要介護１ ７５歳 女性

アルツハイマー型認知症

入居時、要介護２

暴言、失禁、異食の症状があった。

認知症の処方薬として

アリセプト、メマリー、抑肝散が処方され
ていた。

【事例又は独自の取組み等】
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サン・フローラ上白根

・毎日の日課を作ると同時に、往診医及び
家族と相談しながら薬の調整を行った



サン・フローラ上白根

認知症の薬を往診医との相談後、メマリー、ア
リセプト、抑肝散の順に中止し、毎日のご飯作
りと食材の買い出しをお願いした。

1か月半程で、暴言、異食はなくなり、穏やかに
過ごせるようになられたので、徐々に役割を増
やしていった。

今では、他入居者及び職員のお世話の他、率
先して掃除をしてくださるようになり、失禁も改
善され布パンツで生活していただけるように
なった。



サン・フローラ上白根

介助や援助をこなすだけの介護施設ではなく、
入居者がご自宅で過ごされるように生活してい
ただきたい。

食事メニューを一緒に考えて準備したり、なじみ
のお店に出かけたりするなど、入居者個々の
ペース、その日の気分に合わせた支援を心がけ
ています。

職員も入居者と一緒に楽しく張り合いのある毎
日を過ごし、自身が入りたいと思えるような施設
を目指し、様々なことに挑戦中です。



グループホーム 水車の里
基 本 情 報

法人名 有限会社 水車の里

事業所所在地 緑区新治町１１０１－２
（JR横浜線「十日市場駅」より若葉台中央行バス「萱場公園入口」下車、徒歩５分）

開所日 H18.4.1

定員 18名

事業所の見学
利用者の見学は随時受付。他事業所からの見学も歓迎します。事前にお
問い合わせください。（担当：髙田 ０４５-９３８-０５９５）

特徴

入居者さんの働きたいという希望を叶えるため、入居者さん本人が社長
として開店準備から携わり、事業所内にアイスクリーム屋をオープンしま
した。また、子ども好きな入居者さんの子ども食堂でのボランティア活動
をサポートするなど、自分らしい生活支援を大切にしています。

日々の生活では、身体機能に合わせた自立支援を心がけ、入居者さん
本人がやりたいと意欲を持てるようなかかわりを大切にしています。

Photo
(事業所の写真を

貼りつけてください。)
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要介護２：認知症自立度Ⅲa：８９歳（当時）：女性

身体的自立度は高いものの日々の生活に対し意
欲が持てなかったAさんが「また昔みたいに働きた
い」と表出した思いに対し、自分らしい、新たな生き
がいを持てることを目的とした取り組みです。

【事例又は独自の取組み①】

Photo
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グループホーム 水車の里

長年青果店を営んで
いたAさんがホーム内
に「アイスクリーム屋」

をオープン

Aさんを中心に開店準備。
営業許可の申請も行い、
仲間の力を借りながらの

オープン

「社長、お客さんだよー」の声に飛び起き、
３日に１回はアイスの買出しに出かける毎日。
開店当初は難しかったお釣りの計算も

２週間ほどすると、一人で出来るようになりました。

応援メッセージも
いただきました。



「おばあちゃんちのアイスクリーム」オープン以降、
猛暑、グループホームのリビングで休息する小学生や、
「車がないからアイスが買えない」と言う地域の高齢者、
「社長（Ａ氏）のファン」とおっしゃる常連客もできました。
令和５年２月末現在、販売したアイスの数は６０００個以上に。

長年青果店を営んでいたAさんは、
店先でのお客さんや地域の子供たちとの交流が
大好きであったと話される。

グループホームが
地域の新たな
居場所に

ケーブルテレビにも出演

入居から
１０年以上

今も要介護２を
キープ



要介護１：認知症自立度Ⅲa：９０歳：女性

一人暮らしは難しかったけれど、少しのサポート
があればまだまだできることはたくさん。

グループホームにて自分らしい生活を取り戻す、
Bさんへの取り組みです。

【事例又は独自の取組み②】
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グループホーム 水車の里

～日々の生活の営みを自分らしく継続～
事務所で使用するウォールポケットもBさんの手作りです。

重度化した他のユニットで夕食後の後片づけをお手伝い。
おかげでケアに時間をかけられるようになり、
スタッフから感謝の気持ちを伝えました。

子ども食堂にて
ボランティア活動

子どもを眺めているだ
けで幸せと話される。



コロナ禍、
入居者さんの一言で
使い捨ての雑巾を地域の
小学校に寄付することに。

お仲間と一緒にたくさん
縫って下さいました。

長年営んできた生活への支援だからこそ、
自分らしく日々を過ごすことができる。
余暇の過ごし方も大切ですね☺

入居から６年以上経った今も要介護１を維持

日課の
お散歩



その他入居者の皆さま：

認知症対応型共同生活介護事業所として
認知症に対する啓発活動や適切なケアにて
自分らしい生活を継続していただけることを
大切にしてきました。

【事例又は独自の取組み③】
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グループホーム 水車の里

ネスレさんの活動に参加し、
エコハブとしてコーヒーなど商品をお届け。

（現在は実施していません）

唯一の男性入居者さん
「男だから力仕事とか、何か協力したい」と嬉しいお言葉

倒木でホームの表札を
作ってくれました。

使われていなかった畑で野菜作り。
白菜はお漬物にして食卓に並びます。
早い日は朝の５時から草むしりも☺



誰もが自分らしく生活できることを
大切にしています。

入居から１６年。
ホームで一番長く暮らした
Cさんをお看取りし、

みんなでお見送りいたしました。
ホームでの長い入居生活では、

ご本人の意向である一人での散歩を
地域の方々にもご協力いただき

支援いたしました。

認知症の啓発活動に参加
大学で自身の体験を話されたことも。

九州 VS 東北
熊本の辛子レンコン＆秋田のきりたんぽ

大人ですから。
たまには夜遊びも☺

地域の一員として

入居以前から参加していた
会食会に入居後も参加



基 本 情 報

法人名 有限会社グループホームそよ風

事業所所在地
青葉区みすずが丘２６－１５

市営地下鉄ブルーライン「あざみ野」より 徒歩２０分
東急バス あ72系統「みすずが丘」下車 徒歩２分

開所日 ２００３年（平成１５年）９月１日 （介護予防 平成１８年４月１日）

定員 ２７名

事業所の見学

利用者の見学は随時受付しています。
他事業所からの見学（平日のみ）も歓迎します。
対応可能時間は１０時から１５時まで。事前にお問い合わせください。
（担当：事務 ０４５-９７４-３８０１）

特徴

「自分のことは自分で」を基本に捉え、生活上のすべての事柄に対して、
出来る動き、活動などは利用者様本人が行えるように支援しています。
利用者様がやりたいと思い行動したことに関しては、
利用者様個々の能力で難しいと思われる内容であっても、制止せずに

見守ったり、一緒に取り組んだりするなど、自己決定を促し、自らの選択
で生活できるようにしています。
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）



要介護３ ５９歳（入居時） 女性

主傷病名：若年性アルツハイマー型認知症
認知症に基づいたロゴペニック型
原発性進行性失語

＊事業所の利用を始めたきっかけ

他施設に入所したものの、暴言暴力行為が見
られたことで、介護困難と判断され退居となる。
そのまま、病院への入院となるも、入院期間中
も暴力行為や易怒性が見られる。投薬にて落
ち着いて生活できるようになるが、入所や入院
の間に会話及び意思疎通能力は低下。ご家族
の病院に対する不信もあり、退院の運びとなる。
しかしながら、家族での介護は困難であったた
め、当ホームに入居される。入居時のご家族
の希望は「可能な限り普通の生活をさせたい」
ということであった。

【事例】
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

＊入居当初の状態

ＡＤＬはほぼ自立であったが、失語により円滑な
コミュニケーションは困難な状態であった。単語
の発語が多少認められる程度で、こちらからの
問いかけに頷き等の反応あり、理解の範囲を確
認していた。入所後、１か月程度は落ち着いて
過ごされていたが、徐々に精神的な不安定さが
露出され、スタッフに対しての暴力行為が見受
けられるようになる。スタッフを後ろから羽交い
絞めにして、居室に引きずり込んだり、居室内で
壁に身体を押し付け、殴る、蹴る、髪を引っ張る
などの行動あり。ひどい時には、首を絞めるなど
の行為もあった。スタッフが、その場を逃げると
走って追いかけてきては、同様の行為を繰りか
えす状態であった。また、スタッフが他利用者の
介助等に入ることを嫌い、他者に近づけないよう
にする行為も見られた。
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

＊ケアの方針

本人の不安を理解することで精神的な安定を
図ると共に、思いの把握に努めた。

＊カンファレンス内容

・暴力行為等の言動はＢＰＳＤであることを
理解する

・失語から言葉で思いを伝えるのが難しく
行動に頼って表現していることを理解する

・本人の置かれている環境を理解する

・短期間での精神安定を実現する

＊ケア計画

日勤帯においては、担当スタッフを決め、
本人の専属とすることで嫉妬心や不安感の
解消を図る

＊生活上の問題点

入居当初は環境の変化から、戸惑い・不安感を表出
することが多く、スタッフへの固執や独占願望、暴力
行為の出現等、精神的不安定さが認められた。
暴力行為はスタッフに向けられることが多いものの、

他入居者に向くことが否定できるものではなく、共同
生活を送ることが厳しい状況であった。

＊問題点からの考察

他入居者は、親世代であり、高齢者の集団に戸惑い
が大きい状況と思われた。リロケーションダメージは、
他者に比べ計り知れない大きさであったと考える。
他入居者と、どう接していいか分からない不安が
スタッフへの固執・独占につながり、傍から離れてし
まうことに不満を感じ、それらが暴力行為に発展す
ると考えた。
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

＊経過②

【２１日〜２５日】

日中の殆どを居室外で過ごすことが出来るよう
になり、調理作業や片付け、洗濯、買い物等の
家政作業に自ら参加されるようになる。スタッフ
が他利用者の介助を行う時や疲労等を感じる
と、自らスタッフから離れる様子が見られるよう
になり、スタッフに固執しなくとも、個の時間や
他利用者と過ごす時間を作れるようになる。

【２６日〜３０日】

他利用者と同じ生活ペースで過ごせるようにな
り、共有空間でも混乱や不安を感じず生活を送
れるようになる。

スタッフとの一対一の対応は１か月間で終了

＊経過①

【１日〜７日】

居室内を好み、トイレ以外スタッフと居室内で過ご
す。スタッフが少しでもその場を離れたり、自らの
思い通りに行動しないと暴力行為に繋がる

【８日〜１４日】

スタッフと一緒にいることで、居室に拘らないように
なる。食事は食堂で摂取することが可能となり、掃
除等の活動へも参加できるようになる。暴力行為
の頻度も減少する。

【１５日〜２０日】

少人数レクリエーションを本人の居室内で行うこと
で数人の他利用者と過ごせるようになる。他者と
楽しみを共有できるように働きかける
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

＊結果

利用者様を受け入れられないスタッフは、「従業者の
労働環境」という問題として捉え、事業所に対し不満
を訴え対処を望んだ。しかし、先の１か月の対応から、
まずはスタッフ側の対応を変えてみることについて
話し合いを行った。しかし、認知症に対しての知識が
乏しいスタッフにBPSDの理解を求めることは短期間
では困難であった。

認知症ケアを理解しているスタッフの「受け入れる」
姿勢により、徐々に落ち着きを取り戻し、スタッフの
好き嫌いと多少の暴力行為は続いたものの、危害に
発展することはなく、他者と同じ空間での生活にも拒
否が見られなくなった。時間を共有する中で、スタッ
フも本人が何を思い、行動しようとしているのか理解
できようになり、愛着をもって対応でき、ケアの導入
がスムーズになった。また、スタッフと共に活動参加
する中で、生活の“楽しみ”が見いだされ、率先して、
自発的に活動に参加するようになり、笑顔や発語が
増えた。

＊経過③

【2か月目】

一対一の対応を終了したことで、ユニット内のス
タッフ全員が対応に当たるようになった。

スタッフの対応能力の差によって、スタッフへの
好き嫌いが発生するとともに、不満の発生頻度
が増し、再び暴力行為が認められるようになった。

＊問題点＊

スタッフの内、数名が利用者様の状況を受け入
れられず、「危害を加える人」として対応したこと
で、利用者様に苛立ちや腹ただしさを与えてし
まった。

上記を理解できないスタッフが、利用者様に
「手に負えない人」というレッテルを貼ってしまっ
た。



横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022

みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

＊現在＊

あれから、もうすぐ5年が経ちます。

紆余曲折、いろいろありましたが、私たちは共に過ご
す仲間となり、共に助け合う同志となりました。

話すことはありませんが、目や表情から多くのことを
読み取れるようになりました。

いまでは、スタッフみんなに愛され、たくさんの癒しを
私たちに提供してくださっています。
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

この事例を通して

疾患を持つ利用者様の中には、他害の見られる方も
いるが、その原因が何であるのかは、深く考えるべ
きであろう。人が生活するということは、喜びや楽し
みだけではなく、怒りや哀しみを伴うものであること
を理解し、介護支援に携わっていきたい。

そして、その喜怒哀楽すべてが、認知機能の維持に
役立っていると考える。
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みどりのそよかぜ（高齢者グループホーム）

みどりのそよかぜでは

人と人とのかかわりを大切に
認知症支援に携わっています。

個を大切にしつつ
集団だからこそ得られる
社会性をエッセンスに

いつも誰かに
ほんのちょっぴりでも

笑顔を与えられる人生を
過ごしていただきたいと

願っています。



オクセン
基 本 情 報

法人名 株式会社 フクイカイ

事業所所在地 港北区樽町2-10-26
（東横線「綱島駅」徒歩８分）

開所日 H9.1.28

定員 ９名

事業所の見学
利用者の見学は随時受付。他事業所からの見学も歓迎します。事前にお
問い合わせください。（担当：牧野 045-545-0111）

特徴

時間がかかってもできるだけ手助けをしすぎず、声かけや見守りでサ
ポートするようにしています。動作を始めるきっかけなどを支援し、そこか
ら先は自分で行っていただくことにより、自信を回復させ、身体機能の維
持・向上を目指して支援しています。また、スタッフ間のコミュニケーション
をよく取り、言いたいことが言えるような環境をつくることで前向きに取り
組めるようにしています。
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オクセン
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オクセン
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オクセン



お菓子作り

お菓子作りの過程では多くの機
能を使いそれぞれの得意を発揮
し身体機能の維持向上や自信の
回復にも繋がります。

季節を感じる・考える・選ぶ・
買う・切る・混ぜる・焼く・盛
り付ける・共同作業・助け合い
など

そしてできたものを鑑賞し、季
節や行事を思い起こして、昔話
などしながらみんなで食べる。

楽しみと気持ちの安定によって、
自立支援に繋がっています。
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オクセン



お出かけ・散策
オクセンの近隣にはとても素敵な場所がたくさんあります。
お出かけは気分転換、機能訓練、地域との交流。心と身体
を健やかに保ち、日常の生活に良い影響を与えています。
日光浴と程よい体の疲れにより良質な睡眠が得られたり、
お仲間同士の楽しい会話が聞かれ笑顔が増えたり、助け合
う場面が見られます。
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オクセン



家事 得意な事 楽しみ事
日常生活の中で 自分で出来ることやりたい事を

スタッフと一緒に探して見つけて日々活動しています。

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022

イベント

プロの音楽家やご家族、地域のボラン
ティアの皆さんが日常を特別な変化の
あるものにしてくれています。

屋上では、花火やお月見、
ガーデニング、お茶会等
楽しみ方はいろいろ！

オクセン
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ニチイケアセンター戸塚柏尾
基 本 情 報

法人名 株式会社 ニチイ学館

事業所所在地 戸塚区柏尾町１３３１番地
（JR線「戸塚駅」保土ヶ谷駅東口行他「ポーラ前」下車、徒歩10分）

開所日 R5.4.1

定員 18名

事業所の見学 見学は随時受付。他事業所からの見学も歓迎します。
事前にお問い合わせください。（担当：添田・中山 ０４５－３９
２－６２８３）

特徴

日々の生活において、利用者同士助け合う場面を大切にしています。
地域とのかかわりを持つことを重視し、小学生へのあいさつ運動や
清掃活動、老人会との交流などを積極的に行っています。利用者の
思いを聞き、願いを叶える活動を事業所として行っており、事業所
内の暮らしだけでなく、社会交流も含めて希望を実現できるよう支
援しています。

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト

ニチイケアセンター
戸塚柏尾



事例『地域の一員として
役割・生き甲斐を持って暮らす支援』

【従来のグループホームの暮らしの様子】

①施設内だけでの日常活動の支援が

大半を占めている。

②好きなこと・やってみたいことも

言えず黙ってサービスを受けている。

③ご利用者が、皆同じ場所で過ごし

やる事も無く、下肢筋力等が、加齢と

共に衰えて行く状態。

取り組みの
変化

個々のご利用者の生活歴・特徴を再アセスメントし、
本人の思い・能力を活かせる暮らしを提供する事に
なった。

■取り組み
目的：地域の中で役割を持った暮らし、

やりがいや生き甲斐の『場』を提供していく

内容：グループホームの強みを活かし
地域・他職種との連携を図り、住み慣れた
地域で暮らして行けるよう地域活動を増やす

課題：①地域との信頼関係を築くために
地域のニーズを把握して関わる

②ご利用者の声・要望を活動に活かす

結果：ご利用者が、主体的・自発的な活動が出来、
介護予防にもつながった。
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事例NO.1 ：【地域活動】移動販売

ホームの前には、４７０世
帯の県営アパートがあり、
高齢化も進んでいます。２
０２０年地域の課題『買い
物難民支援』として移動販
売を企画し毎週金曜日に
ホームで開催しています。
ご利用者が品出しをお手伝
いをするなどの役割を担い、
地域住民との交流の場にも
なっています。

買い物に来られた 住民
の方にも高齢者の方がい
らっしゃいます。住み慣
れた家で暮らしていける
ように、買い物をされた
商品をご利用者と一緒に、
ご自宅までお届けする活
動を行っています。

N様：『地域の方を助ける
事が出来て嬉しい』
GH『小さな活動から、輪
が広がっています』

要介護１：76歳 N様
男性

『自分にできる仕事を
しながら暮らしたい』

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022

2022年の活動の変化



事例NO.２ ：【うさぎ小屋清掃】

毎朝、小学生の登校時には、挨拶運動を行っています。
その活動から繋がり、学校からうさぎ小屋清掃の依頼があり、
今ではその役割がご利用者の生き甲斐にも。
朝食が終わると、『さぁ！子供たちに会わないと！』との声も。
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事例NO.３ ：【みらい柏尾公園清掃】

地域清掃日の同日に、ホーム前の清掃を
行いながら、徐々に地域住民から認知症
の理解を得る事も出来て、今では挨拶を
交わす事も出来るようになりました。
2022年12月には、ホームの前に、みらい
柏尾公園が開設され利用者様の声から
『毎日散歩で行く公園だから、皆で、き
れいに掃除をしよう』と始まった公園の
清掃活動です。

地域清掃の活動当初は、地域住民に
危ないと反対もされていました。

終わった後は、感謝の言葉をかけ
『お疲れ様会』をしています。
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事例NO.4 ：【花壇の植え替え】

舞岡地区センター

要介護１ 85歳 Y様 女性
『花が好き、もっと地域の方と
仲良く暮らしたい』

舞岡地区センターの協力を得て、
花の植え替えボランティアとして、
お手伝いをしながら、地域の方
と交流が出来ました。

2023年は、柏尾自治会・横浜市のみどりの協会の協力を得て、
みらい柏尾公園の花壇の整備・ホーム横の花壇等をご利用者
と一緒に整備し、地域の方へ癒しの場の提供をしています。

安心して暮らせる地域つくり
に自治会も協力しています。



事例NO.５ ：【地域のイベント参加】

老人会でボッチャゲームを通し交流をはかる

施設内だけの暮らしに留まらず、ご利用者の力・能力に
合わせ、自治会の協力にて、地域のイベントにも参加し
ています。老人会の皆様との交流も行っています。

『福祉の人が、そばにいてくれると、安心して暮ら
して行けるよ』と老人会のF様が話していました。お
互いの助け合いながら、地域で暮らしていけたらと
考えています。

柏尾町自治会イベント

地域の人と一緒に歩こう会に参加

2020年コロナ前には、
地域の夏祭りに模擬店を
ご利用者と一緒に出店しました。
子供たちにバルーンのプレゼントも！



事例NO.６： 【トマトケースラベル貼り】

伊豆にあるトマト農園（井上
農園）に、皆さんと一緒に、
ドライブに行きました。感情
に残る記憶は、いつまでも
ご利用者の心に残ります。

個々のご利用者の出来る能力を活か
しながら、人の為にお役に立つ活動
は、ご利用者の意欲・生き甲斐・役
割に繋がりました。そして、社会と
の関わりは、楽しみを持つ暮らし、
介護予防に繋がっていきます。

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022



事例NO.7 ：【野菜の栽培収穫活動】

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022

Ｈ様 87様 要介護２
レビー小体認知症
幻視・睡眠障害が見られ在宅介
護が困難となりＧＨの入居
農家で生まれだと情報を得て
畑仕事を主体的に活動をおすす
めしてみました。

青空の下で、体を動かす
事で、心理的な効果も出
て、幻視等も軽減され、
日々の活動も自然に暮ら
す姿が見られた。



体を鍛える介護予防への取り組み
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舞岡公園の青空の下

みらい柏尾公園内 皆と一緒に

【介護予防】
① 役割を持ち貢献意欲を高める

② 体を動かし適度な運動を行う

③ 栄養をしっかり取る。



皆で助け合いながら自分達でつくる暮らし

横浜発「みんなにやさしい介護のプロを目指す」プロジェクト2022ご利用者の要望で、朝食にはパンを提供しています

お互いを認め助け合う姿
勢とご利用者が、どんな
暮らしを望んでいるのか
を情報収集し実践をする
事が、皆様の笑顔に繋
がっています。

いつもお疲れさま…。美味しそうなパンだね

りっぱな大根が取れた！
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